
令和 4 年度 輸血検査研究班 精度管理報告会 アンケート結果 

 
開催日時 ：令和 5 年２月 11 日（土）〜 17 日（金） 

開催形式 ：オンデマンド配信 

テーマ ：「令和 4 年度精度管理報告会 〜内部精度管理と外部精度管理の⼯夫と取り組み〜」 

応募人数 ： 138 名 

アンケート回収 ：88 件（回収率 63.8％） 

 
 
＜アンケート 1＞所属技師会            ＜アンケート 2＞年代について 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
＜アンケート 3＞輸血業務経験年数について     ＜アンケート 4＞勤務形態について 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜アンケート５＞「講演１ 令和４年度精度管理報告」の内容はわかりやすかったですか？ 

  

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜アンケート 6＞「講演２ 精度管理の⼯夫と取り組み」の内容はわかりやすかったですか？ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜アンケート７＞「講演３ 当院の精度管理方法と今後の展望」の内容はわかりやすかったですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜アンケート８＞今回の講演でオンデマンド配信の視聴しやすさはいかがでしたか？ 
 

＜アンケート８-１＞ 
アンケート 8 で「視聴しにくい」と回答された方へ 
具体的にどのような部分であったかご回答ください 

                          ・司会者の音声が聞こえが悪い。 
                          ・音が小さかったです。 
                          ・音量がまちまちでした。  

・音量が不安定で少し聞きにくかった。 
                          ・司会者の音声が聞きにくい。 

・音声出力の違い。 
         ・スライドはわかりやすかったのですが、音声の大きさにムラがあり、スライドの始

まりの音声は大きく、だんだん音声が小さくなっていくので聞き取りづらかった。 
 
 
 
＜アンケート９＞あなたの期待と講演内容は一致しましたか？ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜アンケート 10＞研究会全体を通して満足されましたか？ 
 
  
 
 
 
 
 
 



＜アンケート 11＞今後の輸血検査研究会について、どのような形式が良いですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜アンケート 12＞本年度精度管理調査についてご意見・ご要望がありましたらご記入ください 
 ・自施設の精度管理見直しに活かせる内容で大変参考になりました。 
 ・自施設の精度管理についての紹介がとてもよかったです。他施設のことを知る機会がなかなかない

のでとても良いと思いました。 
 
＜アンケート 13＞自施設の精度管理業務で困っていることなどがあればご記入ください 
 ・すべてできたら良いが、施設規模による他施設の内容を知る機会があればと。 
 ・費用がかかること。 
 ・ABO 血液型検査（カラム用手法）をタブルチェック（同一検体２回検査）すると赤字になってしま

う。他施設ではどうしているのか知りたい。２回目はペーパー法（または試験管法）オモテ検査のみ
にとどめるなどコストがかからない方法に変えようか悩んでいる。 

 ・輸血担当技師以外の知識、技能の確認、スキルアップ。 
 ・DAT の精度管理。 
 ・日直・当直のみ輸血検査に関わる技師の技師間差。 
 ・代替サーベイについて。 
 ・当直でのみ携わる技師へのトレーニング。 
 ・抗体同定の精度管理方法、頻度。 
 ・直接クームスは精度管理試薬があるのでしょうか。 
 ・DAT の精度管理方法について、今後研修会で要望します。 
 
＜アンケート 14＞その他ご意見・ご要望がありましたらご記入ください 
 ・子供が小さいので、現地開催やライブ配信でみることが難しいため、今回のようなオンデマンドで資

料配布がありますと大変助かります。 
 ・いつもためになる内容でとても勉強になっています。ありがとうございます。 
 ・是非 Web での視聴の機会の継続をお願いします。 
 ・回答期間が⻑いのに、視聴期間が 1 週間なのは短いかなと思いました。 
 ・子供が小さくなかなかリアルタイムで勉強会に参加することが難しいため、オンデマンド配信だと

助かります。 


